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第37回羽村市文化祭
�～美と響きの祭典！ゆとろぎ～

芸術の秋、文化の秋です。羽村市で活動している文化
団体が一堂に会する文化祭。今回はゆとろぎで迎える
初めての文化祭です。作品展あり、ホール発表あり、
映画上映あり。新しい施設で文化度はさらにアップし
ているはず！　ぜひお越しください。

■展示
　第１期：10月 25日（水）～ 29日（日）
　第２期：11月 1日（水）～ 5日（日）
■ホール発表
　10月 28日（土）・29日（日）
　11月 3日（金・祝）・4日（土）・5日（日）
■会場
　生涯学習センターゆとろぎ全館

※詳しくは 10月 23日（月）の新聞折り込みをご覧ください。

２００６年ゆとろぎ特別企画

■ 10月３日（火）～ 15日（日）

 新井達矢と能面彫刻の世界
 能面作品展＆ギャラリートーク

  ドキュメンタリー映画『面打�men-uchi』

■ 10 月 14 日（土）

 中所宜夫が新井達矢の面を舞う
 観世流能楽舞台鑑賞とリンボー先生の能の話

※写真は上下ともイメージです。
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※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
・
問
い
合
せ
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
☎
０
４
２-

５
７
０-

０
７
０
７
へ

ち
ょ
っ
と
早
め
の

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

12月 23日 ( 土）開場13:30　開演14:00
生涯学習センターゆとろぎ大ホール（全席指定）
子供500円・大人1500円
入場券は10月 24日（火）発売開始（予約受付中）。

◎未就学児も入場できます。ご一緒にどうぞ！
※希望者には未就学児の一時保育（有料・要予約）があります。

　

世
界
中
の
子
供
た
ち
か
ら
愛

さ
れ
続
け
て
い
る
、
不
朽
の
名

作
『
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
』
を
さ

わ
や
か
な
生
の
音
楽
と
透
明
な

色
彩
の
影
絵
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

あ
る
夜
の
こ
と
、
ロ
ン
ド
ン

の
ダ
ー
リ
ン
グ
家
の
３
人
の
子

供
た
ち
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
、
ジ
ョ

ン
、
マ
イ
ケ
ル
が
眠
っ
て
い
る

部
屋
に
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
が
や
っ

て
き
て
…
…

　

大
き
な
好
奇
心
と
た
く
ま
し

い
冒
険
心
、
そ
し
て
、
純
粋
な

心
を
持
っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン

は
、
１
０
０
年
の
時
空
を
越
え

て
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
昔
子
供
だ
っ
た
大
人
の
私

た
ち
に
と
っ
て
も
永
遠
の
憧
れ
で

す
。
さ
あ
、
２
０
０
６
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
み
ん
な
で
ネ
バ
ー
ラ
ン

ド
へ
の
旅
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

※
チ
ケ
ッ
ト
の
前
売
り
販
売
開
始
に
先

立
っ
て
、
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

山本邦山
JAZZ�TRIO

尺八と現代音楽のコラボレーション！

演奏曲目
●いそしぎ
●TAKE FIVE
● SUMMER TIME
●枯葉
●オリジナル曲　ほか
※曲目は変更する場合があります。

2007年２月24日（土）　開場13:30　開演14:00
生涯学習センターゆとろぎ大ホール（全席指定）
一般（前売り）3000円・（当日）3500円
※未就学児の入場はお断りします。一時保育（有料・要予約）があります。

佐藤允彦（ピアノ） 坂井紅介（ベース）山本邦山（尺八・人間国宝）

20
07
年

２
月

　

山
本
邦
山
（
や
ま
も
と
・
ほ
う

ざ
ん
）
は
都
山
流
尺
八
奏
者
の
第

一
人
者
、
人
間
国
宝
に
し
て
、
東

京
芸
術
大
学
教
授
と
し
て
知
ら
れ

る
一
方
で
、
日
本
の
伝
統
楽
器
、

尺
八
に
洋
楽
と
い
う
新
し
い
血
潮

を
与
え
、
尺
八
と
い
う
楽
器
の
未

知
の
世
界
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
。

邦
山
が
奏
で
る
往
年
の
名
曲
「
枯

葉
」
や
「
い
そ
し
ぎ
」
は
、
と
き

に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
と

き
に
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に

心
地
よ
い
響
き
を
生
み
出
し
、
50

年
代
、
60
年
代
を
経
験
し
た
者
に

は
音
楽
以
上
の
な
に
か
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
12
月
24
日

か
ら
、
ゆ
と
ろ
ぎ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
・
マ
ル
フ
ジ
各
店
・
西
多

摩
新
聞
社
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
他

で
。
邦
楽
嫌
い
の
あ
な
た
に
も
一

聴
を
推
奨
。

親
子
で
楽
し
む
音
楽
影
絵
劇

ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン

ゆとろぎにはクラシックコンサートも開催可能な大ホール（856席）と多目的に活用できる小ホー

ル（252席）があります。どちらも舞台を身近に鑑賞することができます。ゆとろぎは「全席がS席」

を合い言葉にコンサートや演劇など、市民のみなさんに喜ばれるイベントを提案します。

出演／影絵劇団かしの樹

影絵演出／鷹股良至

音楽／富沢�恵
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十
二
音
会
特
別
公
演

新
春
雅
楽

２
０
０
７
年
１
月
13
日
（
土
）　
開
場
午
後
１
時
30
分
・
開
演
午
後
２
時

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
（
全
席
指
定
）

一
般
（
前
売
り
）
３
０
０
０
円
（
当
日
）
３
５
０
０
円

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。
一
時
保
育
（
有
料
・
要
予
約
）
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
に
開
催
さ
れ
る
能
楽
に
続

き
、
日
本
の
伝
統
芸
術
「
雅
楽
」
の

特
別
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

公
演
に
先
ち
、
芸
術
院
会
員
の
東

儀
俊
美
氏
に
よ
る
『
雅
楽
の
た
の

し
み
』（
12
月
９
日
・
入
場
無
料
・

要
事
前
申
込
み
）
も
開
催
し
ま
す
。

雅
楽
を
楽
し
く
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
「
雅
楽
」
は
、
宮
内
庁
式
部
職
楽

部
に
伝
え
ら
れ
る
日
本
の
伝
統
芸

術
の
一
つ
で
す
が
、
近
年
、
民
間

の
演
奏
家
も
増
え
て
、
一
般
社
会

で
も
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
公
演
に
出

演
の
「
十
二
音
会
」
は
、
雅
楽
を
一

般
社
会
に
広
め
よ
う
と
の
趣
旨
の

も
と
に
、
宮
内
庁
楽
部
に
所
属
す

る
演
奏
家
の
有
志
を
中
心
に
民
間

の
演
奏
家
も
加
わ
り
結
成
さ
れ
た

雅
楽
演
奏
家
の
集
ま
り
で
す
。
演

奏
会
で
は
、
古
典
的
な
楽
曲
だ
け

で
な
く
、
現
代
曲
に
も
果
敢
に
取

り
組
み
、
そ
の
演
奏
は
ま
さ
に
雅

楽
の
最
高
峰
で
す
。

　

２
０
０
７
年
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
が
初
め
て
迎
え
る

新
年
で
す
。
ゆ
と
ろ
ぎ
を
雅
な
舞

と
音
楽
で
飾
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
健
康
で
平
和
な
新

年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※
入
場
券
は
11
月
13
日
か
ら
ゆ
と
ろ

ぎ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
マ
ル
フ
ジ

各
店
・
西
多
摩
新
聞
社
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
他
で
発
売
。
入
場
券
発
売
前
の
予

約
を
受
付
中
。
ご
希
望
の
方
は
、
ゆ
と

ろ
ぎ
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２
０
０
７
年
新
春
企
画

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
・
問
い
合
せ
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
☎
０
４
２-

５
７
０-

０
７
０
７
へ

撮影・林陽一

12
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時
（
予
定
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１

入
場
無
料
（
受
講
希
望
者
は
事
前
に
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

雅
楽
の
た
の
し
み

講
師 

東
儀
俊
美
（
と
う
ぎ
・
と
し
は
る
）
氏
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2006年ゆとろぎ特別企画
The�wonderful�world�of�Noh�mask
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彫刻・書・絵画

北村西望展

ギャ
ラリ
ー

ゆとろぎの展示室は羽村市内外の美術作家の作品はもとより市民アーティストの作品も含めて、年
間を通してアートを展示するギャラリー空間です。市民のみなさんが気軽に本格的な美術作品に親
しんでいただけるように企画をすすめています。

　

子
供
た
ち
に
一
流
の
舞
台
芸
術
を

身
近
に
観
て
も
ら
い
、
感
動
し
、
豊

か
な
感
性
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い

…
…
、
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
文
化

庁
と
（
社
）
全
国
公
立
文
化
施
設
協

会
の
助
成
を
受
け
て
、
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
「
モ

ダ
ン
・
ダ
ン
ス
（
現
代
舞
踊
）」
の
公

演
を
行
い
ま
す
。

　

モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
は
自
由
奔
放
な

ダ
ン
ス
の
動
き
を
通
し
て
、
現
代
人

の
内
面
を
表
現
す
る
芸
術
で
す
。
な

に
や
ら
難
し
そ
う
に
思
え
ま
す
が
、

舞
台
の
す
ば
ら
し
さ
は
理
屈
抜
き
に

楽
し
め
ま
す
。
対
象
は
高
校
生
以
下

の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。家
族
揃
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
日
時
■
10
月
24
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
午
後
４
時
30
分
開
演

　
会
場
■
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料
■
無
料

　

小
学
生
以
下
の
児
童
は
保
護
者
同

伴
ま
た
は
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
就
学
児
の
一
時
保
育
（
定
員
15
名
・

有
料
・
要
予
約
）
が
あ
り
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
・
入
場
の
申
込
み
は
電

話
で
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
（
月
曜
日
休
館
・

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
）。

平成 18年度文化庁
「本物の舞台芸術体験事業」

モダンダンス
～優れた芸術、豊かな心

鑑賞事業

2006年 11月 23日（木）～12月 3日（日）
開場10:00 ～閉場17:00(最終日のみ16:00 閉場 )
生涯学習センターゆとろぎ展示室（入場料無料）
主催：羽村市生涯学習センターゆとろぎ
　　　北村西望実行委員会

ブ
ロ
ン
ズ
「
将
軍
の
孫
」

ブロンズ「平和祈念像」

　

故
北
村
西
望
（
き
た
む
ら
・
せ

い
ぼ
う
）
は
大
正
期
か
ら
戦
後
の

昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
数
々
の
優

れ
た
作
品
を
残
し
た
、
日
本
を
代

表
す
る
彫
刻
家
で
す
。
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
に
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
作
品
は
長
崎
市
の
平
和
祈
念

像
で
す
。
天
に
突
き
上
げ
た
右
手

は
原
爆
の
脅
威
を
現
し
、
水
平
に

伸
ば
し
た
左
手
は
平
和
の
尊
さ
を

象
徴
し
、
軽
く
閉
じ
た
目
は
原
爆

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の

作
品
は
西
望
が
吉
祥
寺
の
住
居
兼

ア
ト
リ
エ
で
製
作
し
た
作
品
で

す
。
現
在
、
井
の
頭
自
然
文
化
園

の
中
に
あ
る「
北
村
西
望
彫
刻
館
」

に
原
型
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
望
は
、
１
８
８
４
年
（
明
治

17
年
）に
長
崎
県
の
南
有
馬
村（
現

在
の
南
島
原
市
）
の
名
家
の
四
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
初
め
は

教
師
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
が
、

病
気
を
き
っ
か
け
に
彫
刻
の
才

能
を
見
い
だ
さ
れ
、
京
都
の
美

術
工
芸
学
校
で
彫
刻
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
京

美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
芸
術

大
学
）
彫
刻
科
に
補
欠
で
入
学

し
、
主
席
で
卒
業
し
た
逸
話
を

残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

才
能
は
彫
刻
に
と
ど
ま
ら
ず
絵

画
・
書
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

１
９
５
８
年
（
昭
和
33
年
）、
文

化
勲
章
・
文
化
功
労
賞
を
受
賞
。

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
３

月
、
１
０
４
歳
で
永
眠
し
ま
し

た
。

　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、「
平
和
祈
念

像
」
な
ど
西
望
の
代
表
的
な
彫

刻
作
品
と
書
画
な
ど
数
十
点
を

展
示
し
ま
す
。
10
月
に
開
催
さ

れ
る
能
面
彫
刻
と
は
ち
ょ
っ
と

趣
き
の
違
う
、
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻

の
世
界
を
是
非
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

書（色紙）「夢」
ブ
ロ
ン
ズ
「
夢
」

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
・
問
い
合
せ
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
☎
０
４
２-

５
７
０-

０
７
０
７
へ
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中所宜夫が
新井達矢の
面を舞う

能楽師・観世流シテ方

観世流能楽舞台鑑賞と
リンボー先生の能の話

　能『殺生石（せっしょうせき）』
　狂言『蝸牛　善竹十郎』
特別ゲスト 作家・林望（はやし・のぞむ）氏��

 ■ 10月 14 日（土） 開場 13:30・開演 14:00

 ■ゆとろぎ大ホール（全席指定）

 ■入場料（一般）前売り3200円／当日 3500円

     �（高校生以下）��1200 円
　　※能面作品展にてアンケートにご回答いただいた方には 200 円の特別割引きがあります。
　　※未就学児の入場はお断りします。一時保育（有料・要予約）があります。

2005 年文部科学大臣奨励賞受賞

新井達矢と
能面彫刻の
世界

■能面作品展 
�� 10月 3日（火）～ 15日（日）
  10:00 ～ 17:00（最終日は 16:00 閉場）
  ゆとろぎギャラリー／入場無料

■ドキュメンタリー映像上映
  『面打 men-uchi』
  製作監督：三宅流（みやけ・ながる）

  出演：新井達矢・中所宜夫・津村禮二郎��

  10月８日（日） 13:00�～�14:00
  ゆとろぎ小ホール／入場無料

■新井達矢ギャラリートーク
  10月８日（日） 14:15�～�15:00
  ゆとろぎギャラリー／入場無料

ー新井達矢�面
おもて

を打つー

能面作品展とギャラリートーク

The�wonderful�world�of�Noh�and�Noh�Mask

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
・
問
い
合
せ
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
☎
０
４
２-

５
７
０-

０
７
０
７
へ

2006年ゆとろぎ特別企画
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ゆ
と
ろ
ぎ
市
民
文
化
講
座 

第
１
回

長谷川博（はせがわ・ひろし）さん　東邦大学理学部教授。動物
生態学が専門。1976 年から鳥島においてアホウドリの現地調査を開
始。1998 年、第 32 回吉川英治記念文化賞受賞。06 年 9月、財団
法人山階鳥類研究所から鳥類の研究保護に顕著な功績があった人に贈
られる山階芳麿賞を受賞。最新著書『アホウドリに夢中』（新日本出
版社）ほか著書多数。1948年、静岡県生まれ。　
http://www.mnc.toho-u.ac.jp/

絶滅の危機にあったアホウドリを救え……
　アホウドリ先生のとてつもなく勇気が湧いてくる話

「アカデミア」は広く市民の生涯学習を支援する学習空間です。市民の暮らし・生活にかかわる

問題、芸術・趣味の講座、学習・教養教室、地域社会の問題などをテーマにさまざまな学習・

創作活動を提案していきます。

よみがえれ！
アホウドリ
　東邦大学教授　長谷川博さん
■12月 16日（土）　開場13:00　開演13:30
■羽村市生涯学習センターゆとろぎ小ホール
■入場料500円（高校生以下無料）
※未就学児の入場はお断りします。一時保育（有料・要予約）があります。

ね
、「
デ
コ
イ
」
と
呼
ば
れ
る

ア
ホ
ウ
ド
リ
の
実
寸
大
模
型
を

使
っ
て
仲
間
を
誘
う
独
創
的
な

方
法
を
考
案
し
、
鳥
島
の
新
た

な
場
所
に
安
全
な
繁
殖
地
を
作

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
雄

の
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
デ
コ
イ
の
一

つ
に
恋
を
し
て
、
巣
作
り
と

求
愛
ダ
ン
ス
を
続
け
た
と
い

う
逸
話
は
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ

れ
、一
躍
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

長
谷
川
教
授
や
関
係
者
の
不
断

の
努
力
の
お
陰
で
、
現
在
で
は

１
８
０
０
羽
を
越
え
る
ま
で
に

回
復
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

東
京
か
ら
伊
豆
七
島
を
越

え
て
南
に
約
６
０
０
キ
ロ
、
太

平
洋
の
ま
っ
た
だ
中
に
浮
か
ぶ

「
伊
豆
鳥
島
」
は
、
か
つ
て
は

島
中
に
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
巣
を
張

り
、
子
育
て
を
行
い
、
安
全
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
洋
上
の

楽
園
で
し
た
。「
鳥
島
」
と
い

う
名
前
も
こ
こ
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

明
治
の
中
頃
、
欧
米
で
需

要
の
高
い
羽
毛
布
団
の
原
料

と
し
て
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
羽
根

に
目
を
つ
け
た
人
々
が
鳥
島

に
移
住
し
、
年
間
20
万
羽
に
の

ぼ
る
乱
獲
が
始
ま
り
ま
し
た
。

１
９
３
３
年
に
よ
う
や
く
捕
獲

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
時

は
絶
滅
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
９
５
２
年

に
奇
跡
的
に
数
羽
の
生
存
が
確

認
さ
れ
、
１
９
６
２
年
、
国
の

特
別
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受

け
、
現
在
、
絶
滅
危
惧
種
と
し

て
国
際
的
に
も
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
長
谷
川
博
教
授
（
東
邦
大
学
）

は
、
１
９
７
６
年
か
ら
鳥
島
で

ア
ホ
ウ
ド
リ
の
生
態
調
査
を
重

　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、「
ゆ
と
ろ

ぎ
市
民
文
化
講
座
」
の
第
１

回
と
し
て
ゲ
ス
ト
に
長
谷
川

博
教
授
を
お
招
き
し
て
講
演

会
を
開
催
致
し
ま
す
、
ア
ホ

ウ
ド
リ
の
保
護
活
動
に
ま
つ

わ
る
貴
重
な
お
話
を
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。
自
然
保
護
・

動
物
保
護
・
環
境
問
題
な
ど

に
関
心
の
深
い
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
聴
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の

方
は
事
前
に
ゆ
と
ろ
ぎ
事
務

局
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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講座名 対象 受講料 開催日時 内容

年賀状を作ろう
＜10月コース＞

各 10名 各 1500円

 10 月毎金曜日
 10:00 ～ 12:00

○パソコンやデジカメをお持ちの方、今年こそWord で一味違っ
　た年賀状を作りませんか。この時期なら、まだまだ充分間に合い
　ます。
○＜ 11月コース＞は①か②のどちらか都合の良い方を選んでくだ
　さい。

※ 10月 27 日から 11月は会場の都合で開催場所を羽村市図書館
　のボランティア室（２階）に変更。

年賀状を作ろう
＜11月コース＞

11月毎金曜日
①午前コース 10:00 ～ 12:00
②午後コース 13:30 ～ 15:30

Excel 中級講座 各10名 各 1500円   10 月 毎金曜日 13:30 ～ 15:30

○ Excel の表計算機能・グラフ機能・データベース機能の知識と操
　作技術を講義・実習で学びます。

※今回に限り、会場は羽村市図書館のボランティア室（２階）に変
　更。

Excel 初級講座 各15名 各 1500円
  12 月 毎金曜日 10:00 ～ 12:00
　※29日は休館日

○ Excel の表計算機能・グラフ機能・データベース機能を生活に役
　立つ応用例で学びます。

パソコン工房
※講座は内容の変更あるいは中止になる場合があります。
※講座中に①②の区別があるものはどちらかを選択。

　
日
本
の
伝
統
文
化
の
一
つ「
詩
吟
」

を
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
体
験

し
て
も
ら
う
企
画
で
す
。

　

詩
吟
は
幕
末
・
明
治
維
新
の
頃
、

武
士
層
を
中
心
に
漢
詩
を
声
高
ら
か

に
朗
詠
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
こ
と

に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
詩
と
は
漢
詩
（
中
国
の
詩
）

を
意
味
し
て
い
た
の
で
、
日
本
独
自

の
「
歌
」
と
区
別
し
て
「
詩
吟
」
と

よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
詩
吟
の
魅
力
は
、
腹
の
底
か
ら

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
、
美
し
い
日

本
語
を
声
に
出
し
て
味
わ
う
こ
と
、

と
い
わ
れ
、
成
人
の
趣
味
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
青
少
年
の
文
化
活
動
と

し
て
健
全
育
成
に
も
寄
与
し
て
い
ま

す
。
詩
吟
を
通
し
て
ス
ト
レ
ス
の
解

消
と
美
し
い
日
本
語
の
響
き
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
開
催
日
は
11
月

11
日
、
18
日
、
25
日
（
全
土
曜
日
）、

午
後
２
時
〜
４
時
。募
集
人
員
15
名
。

受
講
料
は
大
人
９
０
０
円
・
高
校
生

３
０
０
円
・
中
学
生
以
下
無
料
（
全

３
回
分
）。
講
師
は
新
江
神
兄
氏（
詩

吟
神
風
流
総
元
代
範
）。
参
加
申
込

み
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
。

初
心
者
の
た
め
の
わ
か
り
や
す
い

詩
吟
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す　

子育て奮闘中のヤングママ、
ゆとろぎに来ませんか？

　乳幼児をもつ若いお母さん、
ちょっと肩の力を抜いて、ゆと
ろぎで趣味をしながら仲間作り
をしませんか？
　ゆとろぎでは、市内の乳幼児
をもつ若いお母さんを対象に趣
味の体験教室を開催致します。
お母さんが受講中は専任の保育
士による一時保育（有料）があ
りますので、安心して講座を受
けることができます。また、ゆ
とろぎが講座を通して同じお母
さん同士で気軽に話ができる仲
間作りをお手伝いします。

■押し花アート教室（受付終了）
　開講日　10月 3日・10日・17日
　　　　　（いずれも火曜日）
　時　間　午前 10時から正午　　
　場　所　ゆとろぎ創作室
　受講料　1500 円 +材料費 3000 円

■生け花教室（３日間）
　開講日　11月 28日・12月 5日・12日
               （いずれも火曜日）
　時　間　午前 10時から正午　　
　場　所　ゆとろぎ創作室
　受講料　1500 円 +材料費 2100 円
※いずれも応募者多数の場合は抽選になります。

Pゆとろぎ

●羽村市図書館

富士見
小学校

至小作 至福生

市役所通り

（東口）
JR羽村駅

参加をご希望の方は、FAXまたは往復ハガキでゆとろぎへお申し込みください。
　　　羽村市生涯学習センターゆとろぎ
　　　〒205-0003　羽村市緑ヶ丘１－11 －５
　　　Tel. 042-570-0707／ FAX 042-570-6422

　

大
人
気
の
「
ト
ン
ボ
玉
教
室
」

を
「
３
回
コ
ー
ス
」
で
第
１
期
と

第
２
期
に
別
け
て
開
催
。
第
１
期

（
10
月
６
日
・
11
月
10
日
・
12
月
１

日
）
は
既
に
受
付
終
了
。
第
２
期

を
２
０
０
７
年
１
月
12
日
・
２
月

２
日
・
３
月
２
日
に
開
催
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で
。
費
用
は
受
講
料

３
０
０
０
円
＋
材
料
費
５
４
０
０
円

（
３
回
分
の
総
額
）
で
す
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
参

加
申
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
明
記
し
て
、
12
月
25
日
（
月
）

ま
で
に
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
。

ト
ン
ボ
玉
教
室

日
本
画
初
心
者
教
室

　
日
本
画
の
基
礎
か
ら
体
験
で
き
ま
す
。
水
彩

画
と
も
油
絵
と
も
違
う
、
日
本
画
の
世
界
を
の

ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
11
月
８
日
か
ら
来
年
の
３
月
28
日
ま
で
、
毎

月
第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４

時
、
ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
２
で
行
い
ま
す
。
費
用

は
受
講
料
１
０
０
０
０
円
＋
材
料
費
８
０
０

円
（
全
日
程
の
総
額
）
で
す
。
絵
筆
・
絵
具
・

用
紙
な
ど
の
個
人
消
耗
品
は
別
途
各
自
で
ご

準
備
い
た
だ
き
ま
す
。
受
講
希
望
者
は
往
復
ハ

ガ
キ
に
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
10
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
ゆ
と
ろ

ぎ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○講座の受講申し込みは講座開催日の２ヶ月前から受け付けます。応募多数の場合は原則として抽選となります。
○受講申し込みは、往復ハガキに講座名・氏名・住所・電話・e-mail アドレスを明記の上、ゆとろぎへお申し込みください。
○一旦申し込んだ後、受講者の都合で受講をキャンセルした場合は「材料費」をご負担いただきます。
○納入された受講料は主催者の都合による場合を除いて、払い戻しは致しません。

※ゆとろぎ・図書館へは市内循環バスの「はむらん」を利用し「ゆとろぎ前」で
下車が便利です。「はむらん」の詳しい運行については羽村市役所市民生活安全
課までお問い合わせください。　羽村市役所　（代表）042-555-1111
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編
集
室
か
ら

▼
ゆ
と
ろ
ぎ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
早
く
も
６
ヶ
月
。

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、「
２
０
０
６
年
ゆ
と

ろ
ぎ
特
別
企
画
」
と
位
置
づ
け
て
、
新
井
達
矢
さ

ん
の
能
面
作
品
展
と
中
所
宜
夫
さ
ん
の
観
世
流
能

楽
舞
台
公
演
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
本
物
の

能
面
と
本
物
の
能
舞
台
を
身
近
に
楽
し
め
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
是
非
、
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
▼
「
２
０
０
６
年
ゆ
と
ろ
ぎ
特
別
企
画
」
は
、

こ
の
ペ
ー
ジ
の
「
舞
台
裏
」
で
ご
紹
介
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
運
営
委
員
会
と
芸
術
鑑
賞
部
会
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
能

楽
公
演
の
舞
台
裏
で
、
ゆ
と
ろ
ぎ
初
の
公
募
に

よ
る
５
名
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い

ま
す
。
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
次
号
で
ご
紹
介
し
ま
す

▼
さ
て
、
ゆ
と
ろ
ぎ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
着
々
と

整
っ
て
い
ま
す
。
印
刷
メ
デ
ィ
ア
で
は
伝
え
き
れ

な
い
情
報
も
お
届
け
し
た
い
と
情
報
発
信
部
会
は

汗
を
流
し
て
い
ま
す
▼
９
月
、「
明
る
い
定
年
を

迎
え
る
た
め
の
総
合
講
座
」
が
め
で
た
く
完
了
。

参
加
者
の
一
人
、
立
川
市
在
住
の
男
性
は
「
電
車

賃
を
払
っ
て
で
も
出
席
し
て
よ
か
っ
た
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
来
年
は
続
編
と
し
て
「
男
の
生
活
技

術
向
上
講
座
」
を
企
画
中
で
す
。

編
集
に
携
わ
っ
た
人
■
江
久
保
千
英
／
笠
原
優
子
／

　
　
関
沢
和
代
／
日
下
田
ま
や
／
平
田
栄
一
／
船
橋

　
　
瑛
／
古
澤
義
隆
／
村
山
利
夫
／
山
本
豊
／
横
田

　
　
矗
／
渡
部
清
孝
／
羽
村
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　
　
習
課

写
真
■
平
田
栄
一
／
村
山
利
夫

協
力
■
新
井
達
矢
／
中
所
宜
夫

印
刷
■
（
株
）
東
光
社

　
　
　
　
東
京
都
北
区
東
田
端
一
ー
二
ー
十
二

〒
２
０
５
ー
０
０
０
３

羽
村
市
緑
ヶ
丘
一
ー
十
一
ー
五

☎
０
４
２
ー
５
７
０
ー
０
７
０
７

http://w
w
w
.city.ham

ura.tokyo.jp

無
断
転
載
を
お
断
り
し
ま
す
。

Copyright ©2006 by YU
TO
RO
G
I

All rights reserved.

ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業
運
営
市
民
の
会
展
示
部
会

ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
会

舞台裏

　

４
月
１
日
の
開
館
以
来
、

ゆ
と
ろ
ぎ
１
階
に
あ
る「
展

示
室
」
で
は
、「
絵
本
『
と

も
だ
ち
や
』
原
画
展
」（
４

月
）、「
西
多
摩
百
景
写
真

展
」（
７
月
）、「
ア
ー
ト
in

は
む
ら
展
」（
８
月
）
と
独

創
的
な
事
業
が
立
て
続
け

に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市

民
で
賑
わ
っ
た
。
10
月
に

は
新
井
達
矢
さ
ん
の
「
能

面
作
品
展
」
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
そ
の

企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
通

称
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
営
委

員
会
」
が
担
っ
て
い
る
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
営
委
員

会
に
は
12
名
の
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い

る
。
毎
月
、
定
例
委
員
会
を

開
き
、
次
に
行
う
事
業
企
画

の
検
討
か
ら
、
直
前
に
迫
っ

た
展
示
会
の
準
備
・
打
ち
合

わ
せ
、
さ
ら
に
終
了
し
た
事

業
の
反
省
ま
で
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
中
に
も
真
剣

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

10
月
３
日
か
ら
始
ま
る
能

面
展
は
、
今
春
か
ら
関
係
者

へ
の
交
渉
を
開
始
し
、
展
示

場
の
会
場
設
計
に
着
手
。
８

月
初
旬
、
熱
暑
の
中
を
３
日

に
わ
た
っ
て
新
井
さ
ん
の
作

業
場
で
作
品
の
写
真
撮
影
。

メ
ン
バ
ー
自
作
の
撮
影
装
置

が
大
活
躍
し
た
。８
月
下
旬
、

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
な
ど
の

宣
伝
物
の
製
作
配
布
。
こ
の

間
、「
ア
ー
ト
in
は
む
ら
展
」

が
同
時
進
行
し
、
ま
さ
に
綱

渡
り
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
相

互
協
力
で
乗
越
え
て
能
面
展

の
開
催
に
漕
ぎ
着
け
た
。

　

展
示
室
の
運
営
に
は
多
く

の
人
手
を
必
要
と
す
る
。
委

員
会
は
「
展
覧
会
の
受
付
を

し
て
く
れ
る
人
の
確
保
が
ま

ま
な
ら
な
い
」
と
悩
み
つ
つ

も
、「
ゆ
と
ろ
ぎ
を
美
術
館

に
」
を
合
い
言
葉
に
手
弁
当

で
頑
張
っ
て
い
る
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
興
味
関
心
の
あ
る
方

は
ご
協
力
を
。

『
ア
ー
ト
in
は
む
ら
展
』

体
験
記

ゆ
と
ろ
ぎ
館
内
の
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
な
か
、

ゆ
っ
た
り
と
ス
ペ
ー
ス
を

と
っ
て
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
の
は
、
本
物
の
美

術
館
に
入
っ
た
よ
う
で
、

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
ゆ

と
ろ
ぎ
美
術
館
」
に
ぴ
っ

た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
て
い
る
作
品

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

で
い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
作
品
タ
イ
ト
ル
、
作
家
の

コ
メ
ン
ト
が
記
載
さ
れ
た

チ
ラ
シ
）
を
手
に
作
品
を

探
し
な
が
ら
見
て
ま
わ
る

の
は
、
期
待
感
が
増
し
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

現
代
ア
ー
ト
に
ふ
れ
る

機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
、
近
隣
の
多
摩
地
区

に
こ
れ
だ
け
多
く
の
作
家

が
い
て
、
創
作
活
動
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。

自
由
気
ま
ま
に
想
像
を

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
（
作
者

に
は
ご
め
ん
な
さ
い
）、
ア

ー
ト
展
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
作
家

に
よ
る
話
（
※
８
月
26
日

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

に
参
加
し
て
い
た
ら
、
も

っ
と
楽
し
め
た
の
で
は
な

い
か
と
後
ろ
髪
を
引
か
れ

ま
し
た
。（
ひ
げ
た
）

▲毎回の定例会議では、時に笑い
が吹き出すなか、熱い議論が交わ
されている。

　委員会のメンバーは多芸多才。完
璧な装置のお陰で作品の撮影は３日
で完了した。

▲

羽
村
の
皆
様
へ

私
た
ち
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
弦

楽
四
重
奏
団
は
羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ

で
の
み
な
さ
ま
の
心
温
ま
る
歓

迎
と
感
激
を
胸
に
無
事
モ
ス
ク

ワ
に
帰
国
致
し
ま
し
た
。
皆
様

と
の
す
ば
ら
し
い
交
流
を
決
し

て
忘
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
い
つ
の

日
か
、
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
代
表
レ
フ
・
マ
ス
ロ
ウ
フ
ス
キ
ー

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
弦
楽

四
重
奏
団
の
み
な
さ
ん
は
予

定
を
早
め
て
７
月
27
日
に
来

日
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
長
旅

と
時
差
の
疲
れ
も
い
と
わ
ず

に
成
田
か
ら
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
直

行
し
、
さ
っ
そ
く
リ
ハ
ー
サ
ル

を
開
始
。
第
１
バ
イ
オ
リ
ン
の

レ
フ
・
マ
ス
ロ
ウ
フ
ス
キ
ー
さ

ん
は
演
奏
会
場
で
あ
る
大
ホ

ー
ル
の
響
き
に
「
演
奏
者
に

と
っ
て
、
と
て
も
心
地
よ
い

響
き
を
感
じ
る
」
と
盛
ん
に

頷
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
客

席
の
位
置
を
代
え
な
が
ら
練

習
を
見
守
っ
て
い
た
プ
ロ
モ

ー
タ
ー
の
椎
名
真
紀
さ
ん
も

響
き
の
素
晴
ら
し
さ
に
こ
と

の
ほ
か
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

ゆ
と
ろ
ぎ
が
主
催
す
る
文

化
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
市

民
と
の
交
流
」
で
す
。
今
回
も

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
小
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
、
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
感
動
し
た
多

く
の
市
民
が
詰
め
か
け

て
、
団
員
の
皆
さ
ん
と
親

し
く
お
話
を
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。（
村
山
）

ハ
ー
ト
を
魅
了
し
た
弦
楽
四
重
奏
団
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「ゆとろぎクラブ」はゆとろぎと市民のみなさんが交流するための空間です。事業についての感

想・意見もOK。事業のリクエストも大歓迎。あんなことこんなこと、わいわいがやがや、市

民のみなさんからの投稿もお待ちしています。


